




1班

2班

只見町のためにできること
～人口減少とその対策～

只見町の観光業を発展させるには

―
概
要
―

　
只
見
町
の
人
口
の
現
状
と

ピ
ー
ク
時
と
比
較
し
、
人
口

減
少
の
理
由
を
考
察
。
自
然

増
減
と
社
会
増
減
も
比
較
し
、

両
方
と
も
減
少
し
て
い
る
事

実
を
確
認
。
只
見
町
に
移
住

し
て
い
る
世
帯
の
就
業
状
況

は
農
業
が
多
い
と
い
う
調
査

結
果
。「
只
見
町
＝
農
業
」の

―
概
要
―

　
テ
ー
マ
設
定
の
背
景
に
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に

歯
止
め
を
か
け
た
い
。
そ
の

た
め
に
観
光
業
の
発
展
が
重

要
だ
と
考
え
た
。
只
見
町
の

現
状
の
観
光
は
、
自
然
を
活

か
し
き
れ
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
設
定
で
ス
タ
ー
ト
。

季
節
に
合
わ
せ
た
一
泊
二
日

ツ
ア
ー
を
企
画
。

　
夏
の
ツ
ア
ー
は
、
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
で
移
動
し
な

が
ら
、
釣
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
川

遊
び
、
サ
ウ
ナ
を
体
験
。
冬

の
ツ
ア
ー
は
、
北
欧
や
南
魚

沼
市
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ア

ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
を
メ
イ
ン

企
画
に
。

　
北
海
道
十
勝
地
方
、
大
分

県
豊
後
大
野
市
は
サ
ウ
ナ
で

経
済
効
果
が
高
い
と
い
う
先

進
事
例
も
紹
介
。
今
後
は
四

季
折
々
の
ツ
ア
ー
内
容
を
考

え
、
こ
の
活
動
を
広
め
る
ポ

ス
タ
ー
等
を
作
成
し
た
い
。

只見町政策提言!

イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
打
ち
出
す

た
め
に
、
農
業
体
験
を
交
え

た
体
験
型
移
住
体
験
ツ
ア
ー

を
企
画
。

　
そ
の
ツ
ア
ー
企
画
を
雪
ま

つ
り
な
ど
の
只
見
町
の
お
祭

り
で
P
R
す
る
。
農
家
の
皆

さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
中
高
生
ブ
ー
ス
で
出

店
す
る
。
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3班

4班

観光スポットの増加とイベントに関する提案

自然を活かした只見町の観光業の現状と
さらなる発展に向けた改善策

―
概
要
―

　
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
観
光
客
を
増
や
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
増
加
す
る
の
は
ど

う
か
。
そ
う
し
て
テ
ー
マ
が

設
定
さ
れ
た
。
南
会
津
四
町

村
で
過
去
１0
年
間
の
観
光
客

数
の
推
移
を
調
査
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
同
時
に

調
べ
る
。
只
見
町
に
観
光
客

―
概
要
―

　
只
見
町
の
観
光
業
を
詳
し

く
知
り
た
い
、
観
光
業
に
も

っ
と
自
然
を
活
か
し
た
い
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
観
光
客

動
向
を
調
査
す
る
経
過
で
道

の
駅
計
画
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、道
の
駅
の
建
設
を
提
案
。

計
画
の
設
置
場
所
は
雪
ま
つ

り
会
場
に
な
っ
て
い
る
の
で

別
の
候
補
地
を
三
ヶ
所
提
案
。

　

道
の
駅
に
は
薪
ス
ト
ー

ブ
、
規
格
外
の
野
菜
な
ど
の

特
徴
を
出
す
。
八
十
里
開
通

に
よ
り
三
条
市
と
交
流
増
進

で
き
、
観
光
客
の
増
加
に
期

待
で
き
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
る
。

只見中学生による

が
少
な
い
と
い
う
事
実
。
只

見
ス
キ
ー
場
は
夏
は
稼
働
し

て
い
な
い
た
め
、
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
を
導
入
す
る
の
は
ど
う

か
。
導
入
費
用
も
概
算
で
積

算
し
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
考
察
。
相
乗
効
果
と
し

て
花
を
植
え
る
、
ウ
ッ
ド
チ

ッ
プ
を
敷
く
な
ど
の
景
観
を

整
備
す
る
方
策
も
提
案
。
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　12月会議の最終日の会議終了後に、只見中学校
3年生の皆さんが只見町議会・当局に政策提言をし
てくれました。“持続可能な社会をつくろう”と題
し、6班に分かれ「人口減少」「観光」「自然」「戦争」
などのテーマを決めた内容でした。 発表に使った資料は、ＱＲコードを

読み込んで閲覧することができます。

5班

6班

只見町の自然を守る取り組みを考えよう

戦争や紛争からメカニズムを学び、
町からできることについて考える

―
概
要
―

　
只
見
町
の
自
然
を
保
護
す

る
取
り
組
み
は
必
要
と
考
え

テ
ー
マ
を
決
め
る
。
自
然
保

護
条
例
な
ど
の
実
施
し
て
い

る
政
策
を
調
査
。
他
地
域
の

先
進
事
例
と
し
て
「
ア
ニ
マ

ル
パ
ス
ウ
ェ
イ
」
を
提
案
。

こ
れ
は
小
動
物
が
車
に
轢
か

れ
な
い
よ
う
に
動
物
専
用
道

―
概
要
―

　
戦
争
を
解
決
す
る
た
め
に

只
見
町
で
で
き
る
こ
と
を
考

え
た
い
。
紛
争
の
現
状
、
戦

争
が
起
き
る
要
因
、
武
器
販

売
総
額
の
国
別
割
合
を
調
査

し
裏
付
け
を
固
め
る
。
戦
争

の
デ
メ
リ
ッ
ト
、
世
界
の
難

民
の
数
、
福
島
県
で
の
受
入

数
、
他
国
の
戦
争
が
日
本
に

を
上
空
に
つ
く
る
も
の
。
田

子
倉
ダ
ム
や
八
十
里
越
道
路

に
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
の

よ
う
な
自
然
保
護
の
情
報
発

信
が
現
状
で
は
弱
い
と
感
じ

る
。
ま
ず
は
広
報
た
だ
み
で

発
信
す
る
の
は
ど
う
か
。

及
ぼ
す
影
響
も
調
べ
る
。

　
只
見
町
の
空
家
を
活
用
し

た
難
民
の
受
入
れ
を
提
案
。

戦
争
に
よ
る
物
価
高
な
ど
の

対
策
と
し
て
、
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
使
う
た
め
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
な
ど
３

Ｒ
の
推
進
を
自
分
た
ち
の
第

一
歩
と
し
て
活
動
し
た
い
。
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総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

◦
朝
日
診
療
所　
更
な
る
医
師
確
保
、

安
定
し
た
医
療
体
制
を

◦
只
見
町
の
小
学
校
の
在
り
方
は

◦
認
定
こ
ど
も
園　
条
例
提
案
（
⓫
月
会
議
で
議
決
）

◦
成
年
後
見
人
制
度
と
只
見
町
の
現
状

　
朝
日
診
療
所
が
１0
月
以
降
の
常
勤
医
師
不
在
の
状
況
か
ら
、
朝
日
診
療
所

及
び
福
祉
施
設
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
常
勤
医
師
不
在
の
状
況
は
各
施
設

と
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
ま
た
非
常
勤
医
師
の
方
々
の
負
担
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
状
況
も
把
握
さ
れ
た
。
１１
月
か
ら
「
ふ
く
し
ま
医
師
移
住
定
住
促
進

事
業
」
を
通
じ
常
勤
医
師
１
名
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
こ
と
で
あ
る

が
、
当
地
域
で
の
医
療
体
制
と
し
て
は
ま
だ
不
安
定
な
要
素
も
多
い
こ
と
か

ら
、
更
な
る
医
師
確
保
、
医
療
体
制
の
安
定
に
向
け
て
調
査
を
継
続
す
る
。

　
小
学
校
在
り
方
検
討
会
に
つ
い
て
会
議
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
た
。
こ
れ
は
今
後
の
只
見
町
の
教
育
の
方
向
性
を
判
断
す
る
た
め
、
重
要

な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
継
続
し
て
調
査
す
る
。

　
認
定
こ
ど
も
園
は
来
年
４
月
開
所
予
定
で
、
条
例
提
案
の
説
明
が
あ
り
、

付
随
す
る
規
則
等
に
つ
い
て
既
存
の
保
育
所
条
例
、
規
則
と
の
整
合
性
等
分

か
り
や
す
く
整
理
す
る
よ
う
求
め
た
。
令
和
７
年
４
月
の
開
所
に
向
け
て
の

運
営
体
制
等
含
め
て
継
続
し
て
調
査
す
る
。

　
町
内
で
の
実
例
を
含
め
各
種
の
取
り
組
み
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

　
高
齢
化
、
単
身
世
帯
の
増
加
等
、
地
域
で
の
潜
在
化
し
て
い
る
課
題
に
対

応
で
き
る
し
く
み
、
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◦
駅
前
複
合
施
設
に
何
が
必
要
か

複
合
施
設
に
何
が
必
要
か　

町
は
駅
前
複
合
施
設
内
に

①
観
光
情
報
発
信
・
誘
客
促
進
施
設

②
町
民
生
活
の
支
援
施
設

③
子
育
て
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

④
持
続
可
能
な
地
域
振
興
施
設

⑤
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
拠
点
施
設

と
５
つ
掲
げ
、
動
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。　

　
委
員
会
で
は
、
長
野
県
飯
山
市
に
あ
る
「
道
の
駅
千
曲

川
」
と
併
設
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
「
モ
ン
ベ
ル
飯
山何が必要か

議
会
運
営
委
員
会

９
月
１９
日

　
９
月
会
議
追
加
議
案

・
財
産
の
取
得
等

１0
月
２１
日

　
１0
月
会
議
の
開
催

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
等

１１
月
１１
日

　
１１
月
会
議
の
開
催

・
認
定
こ
ど
も
園
条
例
等

１１
月
２６
日

　
所
管
事
務
調
査

・
議
員
の
な
り
手
不
足

・
会
議
規
則
の
改
正
協
議

１２
月
１２
日

　
１２
月
会
議
提
出
議
案
等
協
議

・
請
願
・
陳
情

・
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
方
法

・
議
会
報
告
会
の
実
施
結
果
と

そ
の
対
策
等

店
」、
長
野
県
木

島
村
、
子
育
て
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
を
持
つ
「
道
の

駅
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｕ
Ｓ

木
島
平
」
を
視

察
。
幾
つ
か
の
課

題
も
見
え
、
今
後

の
駅
前
複
合
施
設

建
設
に
必
要
な
も

の
は
何
か
。
今
後

の
委
員
会
で
し
っ

か
り
と
調
査
し
て

い
き
た
い
。
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令
和
６
年
１１
月
２７
日
に
開

催
さ
れ
た
只
見
保
育
所
の
は

っ
ぴ
ー
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
、

さ
く
ら
組
女
の
子
の
ゆ
う
ぎ

の
１
コ
マ
で
す
。
一
生
懸
命

練
習
し
た
劇
、
ゆ
う
ぎ
等
を

発
表
す
る
子
供
た
ち
は
、
始

ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
で
発
表
し
て
お

り
、
見
に
来
て
い
た
家
族
も

笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

は
っ
ぴ
ー
は
っ
ぴ
ょ
う

か
い
開
催

表
紙
の
写
真
に
想
う

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

◦
使
用
済
み
乾
電
池
の

資
源
化
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ

　
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
は
１１
月
２７
日
～
２8
日

ま
で
、
茨
城
県
神
栖
市
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
株
式
会
社
鹿

島
製
造
所
と
神
奈
川
県
横
浜
市
の
三
菱
重
工
環
境
・

化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
に
於
い
て
研
修

を
実
施
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
株
式
会
社
鹿
島
製
造
所
で
は
使
用
済

み
乾
電
池
の
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
製
鉄
炉

に
使
用
済
み
乾
電
池
を
投
入
す
る
こ
と
で
完
全
溶
融

す
る
た
め
最
終
処
分
場
へ
持
ち
込
む
こ
と
が
な
く
環

境
負
荷
低
減
の
社
会
的
意
義
が
大
き
い
。

　
三
菱
重
工
環
境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式

会
社
で
は
一
般
廃
棄
物
焼
却
施
設
、ス
ト
ー
カ
ー
炉
、

　
議
会
だ
よ
り
は
「
町
民
と
議
会
と
の

交
流
の
場
」
を
目
指
す
。
そ
の
実
現
の

た
め
の
手
段
と
し
て
の
「
議
会
モ
ニ
タ

ー
制
度
の
導
入
」
を
目
的
と
し
、
視
察

研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

結
果
を
伝
え
る
だ
け
の
紙
面
で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
等

の
「
議
会
活
動
が
見
え
る
紙
面
」
が
必

要
で
あ
る
。
各
常
任
委
員
会
の
紙
面
の

拡
大
、「
教
え
て
議
会
の
こ
と
」の
必
要

性
（
役
割
）
の
見
直
し
な
ど
の
意
見
が

　
現
状
の
只
見
町
議
会
会
議
規
則
等
と

町
村
議
会
標
準
会
議
規
則
等
と
の
違
い

を
確
認
し
、
改
定
が
必
要
で
あ
る
と
決

定
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
関
す
る
議
論
で
は
、「
公

費
で
電
子
機
器
を
購
入
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
、
利
用
に
あ
た

っ
て
の
仕
様
書
が
必
要
」「
I
C
T
化
は

町
当
局
が
本
来
進
め
る
べ
き
も
の
」
等

の
意
見
が
あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

　
現
行
の
「
議
会
だ
よ
り
作
成
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
実
情
に

合
わ
せ
た
改
訂
が
必
要
と
い
う
委
員
会

の
結
論
に
な
っ
た
。

　
他
自
治
体
議
会
の
「
議
会
広
報
編
集

要
綱
」
を
参
考
に
し
、
先
人
の
思
い
を

尊
重
し
つ
つ
体
系
化
を
進
め
て
い
く
。

令
和
6
年
度
末
を
目
標
に
、
只
見
町
議

会
基
本
条
例
を
上
位
と
し
た
只
見
町
議

会
議
会
だ
よ
り
発
行
要
綱
・
仕
様
書
を

作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
す
る
こ
と
は
手
段
で
あ

り
、
目
的
で
は
な
い
。
誰
に
ど
の
よ
う

な
価
値
を
提
供
す
る
の
か
が
重
要
で
あ

る
。
議
員
全
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
予
算
化
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
す
る
結
論
あ
り
き
の
議
論
に
な

ら
な
い
よ
う
、
議
員
全
員
で
共
通
認
識

を
持
つ
た
め
の
勉
強
会
を
継
続
す
る
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◦
議
会
だ
よ
り
の
意
義
を
再
検
討

◦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
手
段
で
あ
り
、目
的
で
は
な
い

脱
炭
素
に
向
け

た
取
り
組
み
事

例
、
食
品
残
渣

を
利
用
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
資
源

化
技
術
に
つ
い

て
説
明
を
受
け

た
。

乾電池も溶かす製鉄炉

12



町
を
想
い
11
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　2～3名が一緒の録画動画になって

います。

■ 鈴木　好行　……………………14
「第７次只見町振興計画」の評価は

■ 小沼　信孝　……………………15
今後の医療体制の方向性は

■ 矢沢　明伸　……………………16
公共交通体系の今後は

■ 酒井　右一　……………………17
朝日診療所のあるべき具体的な姿は

■ 平山真恵美　……………………18
認定こども園の目指す方針とは

■ 目黒　道人　……………………19
複合施設と雪まつり、狭くないか

■ 中野　大德　……………………20
朝日診療所診療体制の拡充を

■ 齋藤　　猛　……………………21
集落運営の支援方法は

■ 菅家　　忠　……………………22
薪エネルギー事業のネックとは

■ 山岸　国夫　……………………23
難聴者への補聴器購入補助を

■ ⻆田　　誠　……………………24
観光で稼ぐまちづくりとは13



鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

「第７次只見町振興計画」
の評価は
� 答 アンケートを通して内部検証を実施

問
「
第
７
次
只
見
町

振
興
計
画
」
の
実

効
性
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

答
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
そ
の

結
果
に
基
づ
き
内
部
検
証

を
実
施
し
た
。

問
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

下
回
る
人
口
減

少
、
町
内
経
済
の
衰
退
、

医
療
体
制
の
弱
体
化
な
ど

に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
効
果
が
上

が
っ
て
い
な
い
と
判
断
す

る
が
、
い
か
が
か
。

答
厳
し
い
数
字
と
認

識
し
て
い
る
。

問
「
第
７
次
只
見
町

振
興
計
画
」
に
は

１0
年
後
の
姿
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
な
い
。「
第
８
次

只
見
町
振
興
計
画
」
の
策

定
に
は
K
G
I
（
最
終
目

標
値
）
を
定
め
、
K
P
I

（
目
標
達
成
に
向
け
た
評

価
指
標
）
を
具
体
的
に
記

載
す
べ
き
だ
。

答
「
第
７
次
只
見
町

振
興
計
画
」
の
評

価
検
証
を
ふ
ま
え
て
、「
第

８
次
只
見
町
振
興
計
画
」

は
成
果
指
標
を
設
け
て
作

成
し
た
い
。

問
「
第
８
次
只
見
町

振
興
計
画
」
の
策

定
方
法
は
従
来
通
り
か
。

答
策
定
方
法
は
従
来

通
り
と
考
え
て
い

る
。問

現
在
の
中
学
生
、

高
校
生
は
１0
年
後

に
は
、
只
見
町
を
担
う
年

齢
に
な
る
。
夢
や
希
望
の

持
て
る
振
興
計
画
に
す
べ

き
だ
。

答
若
い
世
代
が
希
望

を
持
て
る
よ
う
な

「
第
８
次
只
見
町
振
興
計

画
」
に
し
た
い
。

問
役
場
庁
舎
の
建
設

時
期
と
規
模
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。答

建
設
規
模
は
人
口

減
少
も
あ
り
、
平

成
２６
年
に
計
画
し
た
規
模

よ
り
、
縮
小
し
た
い
。
建

設
時
期
に
つ
い
て
は
未
定

だ
が
、「
第
８
次
只
見
町
振

興
計
画
」で
検
討
し
た
い
。

問
道
の
駅
建
設
の
必

要
性
と
、
建
設
時

期
は
。

答
「
休
憩
機
能
」、「
地

域
連
携
機
能
」、

「
情
報
発
信
機
能
」の
役
割

を
果
た
す
も
の
で
、
必
要

と
考
え
る
が
、
建
設
時
期

は
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

問
「
町
下
管
理
棟
」が

老
朽
化
に
よ
り
、

機
能
し
て
い
な
い
。「
屋
内

運
動
施
設
」整
備
計
画
は
。

答
関
係
団
体
と
協
議

し
て
、進
め
た
い
。

役
場
庁
舎
、

建
設
時
期
及
び
規
模
は

�

答
「
第
８
次
只
見
町
振
興
計
画
」
に

�

併
せ
、
検
討
す
る
。　　
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小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

問
二
期
目
を
迎
え
今

後
も
常
勤
医
師
の

確
保
に
努
め
入
院
業
務
を

再
開
す
る
考
え
は
。

答
医
師
募
集
は
引
き

続
き
行
っ
て
い
き

ま
す
。
入
院
受
け
入
れ
を

再
開
す
る
に
は
、
常
勤
医

師
5
名
程
度
が
必
要
と
考

え
ら
れ
ま
ず
は
外
来
・
訪

問
診
療
、
高
齢
者
施
設
の

今
後
の
医
療
体
制
の

方
向
性
は

�

答
安
定
し
た
医
療
の
提
供
を
第
一
に

回
診
を
中
心
に
安
定
し
た

医
療
の
提
供
を
第
一
に
考

え
る
。

問
入
院
を
再
開
す
る

の
は
困
難
な
こ
と

だ
と
思
う
が
、
町
民
が
望

む
こ
と
と
し
て
、
町
長
と

し
て
再
開
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

入院再開は厳しい！

答
町
長
と
し
て
国
の

制
度
や
人
財
確
保

を
考
え
る
と
実
現
で
き
な

い
こ
と
を
話
す
訳
に
は
い

か
な
い
、極
め
て
難
し
い
。

問
町
長
と
し
て
の
考

え
を
聴
い
て
い
る
、

入
院
再
開
は
無
理
だ
と
い

う
こ
と
か
。

答
新
た
な
４
年
の
任

期
の
中
で
は
朝
日

診
療
所
で
の
入
院
は
難
し

い
。問

医
療
体
制
に
つ
い

て
。
町
民
か
ら
は

解
り
づ
ら
い
と
声
を
聴
く
、

も
う
一
度
町
民
に
対
し
て

詳
し
く
解
り
や
す
い
、
し

っ
か
り
と
し
た
広
報
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
よ
り
丁
寧
に
、
不

安
の
あ
る
方
に
寄

り
添
い
、
発
信
で
き
る
様

に
し
て
い
き
た
い
。

問
通
常
の
入
院
は
現

状
無
理
な
こ
と
は

解
っ
た
が
、
せ
め
て
看
取

り
入
院
だ
け
で
も
再
開
出

来
な
い
か
。

答
切
実
な
こ
と
だ
と

思
う
、
体
制
が
出

来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

問
看
取
り
入
院
を
始

め
る
と
い
う
こ
と

か
。答

介
護
付
き
多
機
能

と
い
う
仕
組
み
が

あ
る
、
そ
う
い
っ
た
施
設

と
し
て
県
と
も
話
し
合
い

を
し
て
い
る
。

問
や
り
方
や
制
度
は

あ
る
と
思
う
が
看

取
り
入
院
を
し
て
い
く
い

う
こ
と
か
。

答
看
取
り
の
方
の
受

け
入
れ
が
叶
う
よ

う
な
体
制
作
り
に
努
め
た

い
。問

時
間
を
か
け
ず
に

一
日
も
早
い
取
り

組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。答

時
期
は
示
せ
な
い

が
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
、

来
年
度
中
に
は
方
向
を
示

し
て
い
き
た
い
。

問
入
院
は
で
き
な
い

が
、
看
取
り
入
院

は
で
き
る
と
言
っ
た
情
報

発
信
も
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答
町
と
し
て
の
見
通

し
が
出
て
く
れ
ば

不
安
も
少
な
く
な
る
。
し

っ
か
り
と
し
た
情
報
発
信

を
し
て
い
き
た
い
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

問
只
見
町
の
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
「
雪

ん
こ
タ
ク
シ
ー
」
は
全
国

で
の
先
進
的
な
導
入
で
、

１8
年
も
継
続
し
て
運
行
さ

れ
て
い
る
。
公
共
交
通
の

体
系
を
今
後
ど
の
よ
う
に

維
持
、
継
続
し
て
い
く
の

か
が
大
き
な
課
題
で
な
い

か
。答

デ
マ
ン
ド
交
通
で

あ
る
「
雪
ん
こ
タ

ク
シ
ー
」
は
ド
ア
to
ド
ア

に
よ
る
利
便
性
を
合
わ
せ

た
も
の
で
、
利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
現
行
体
制
を
維

持
し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ス
を
活
用
し
た
管
理
シ
ス

スムーズな運行を支える、雪んこタクシーのオペレーター

公共交通体系の
今後は？
� 答 移動手段の確保は重要である

テ
ム
の
導
入
な
ど
、
費
用

対
効
果
も
含
め
た
検
討
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
現
在
の
交
通
体
系

の
利
用
人
数
だ
け

で
な
く
ど
の
よ
う
な
目
的

で
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
動
向
、
背
景
を
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
で
な
い

か
。「
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
」

は
診
療
所
、
ス
ー
パ
ー
へ

の
買
い
物
が
多
い
。「
自
然

首
都
只
見
号
」
は
観
光
客

だ
け
で
な
く
、
南
会
津
病

院
へ
の
利
用
が
多
い
よ
う

だ
。
ま
た
、
J
R
只
見
線

は
便
が
少
な
く
、
小
出
や

坂
下
、
会
津
若
松
市
方
面

の
病
院
の
利
用
が
し
づ
ら

い
と
い
う
話
が
あ
る
。
地

域
の
人
が
利
用
し
や
す
い

便
と
な
る
よ
う
要
望
す
べ

き
で
な
い
か
。

答
J
R
只
見
線
に
つ

い
て
は
J
R
新
潟

支
社
や
東
北
本
部
へ
具
体

的
に
要
望
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
今
の
只
見
町

の
交
通
体
系
「
雪
ん
こ
タ

ク
シ
ー
」、「
自
然
首
都
只

見
号
」
は
、
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
事
業
者
の

方
々
、
毎
日
安
定
的
に
運

行
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

が
ど
れ
だ
け
大
変
な
こ
と

か
、
今
後
の
交
通
体
系
を

考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

誰
に
担
っ
て
い
た
だ
く
の

か
含
め
、
町
の
環
境
面
で

補
っ
て
い
く
施
策
と
し
て

の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、

総
合
的
な
見
直
し
に
着
手

し
て
い
き
た
い
。

問
交
通
体
系
が
整
っ

て
い
れ
ば
い
い
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
そ
の

利
用
状
況
、背
景
を
捉
え
、

掘
り
下
げ
、
町
づ
く
り
、

政
策
目
標
と
の
整
合
性
を

図
り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
本
当
に
困
っ
て
い

る
人
の
身
に
な
っ

て
、
背
景
を
掘
り
下
げ
て

考
え
政
策
立
案
す
る
と
い

う
思
考
回
路
が
必
要
だ
と

改
め
て
受
け
止
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

朝
日
診
療
所
の
あ
る
べ
き

具
体
的
な
姿
は

�
答
複
数
の
常
勤
医
師
に
よ
る
医
療
提
供
が
理
想

問
「
国
保
朝
日
診
療

所
」
の
使
命
と
あ

る
べ
き
具
体
的
な
姿
を
ど

う
描
い
て
い
る
か
。

答
只
見
町
国
民
健
康

保
険
診
療
所
条
例

第
３
条
第
２
項
に
、
診
療

所
の
任
務
と
し
て
、
本
町

に
お
け
る
保
健
施
設
の
中

核
と
し
て
、
疾
病
の
予
防

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
正
に
こ

れ
こ
そ
が
朝
日
診
療
所
の

使
命
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
朝
日
診
療
所
は
町
内
唯

一
の
医
療
機
関
で
あ
り
、

医
療
資
源
と
し
て
維
持
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
機
関
で
あ
る
。

町
民
の
健
康
維
持
、
増

進
、
疾
病
予
防
、
治
療
、

継
続
的
ケ
ア
な
ど
包
括
的

な
機
能
を
備
え
、
町
民
の

安
心
・
安
全
に
寄
与
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
あ
る
べ
き
具
体
的
な

姿
と
し
て
は
、
複
数
の
常

勤
医
師
に
よ
る
総
合
的
な

医
療
を
提
供
で
き
る
こ
と

が
理
想
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
医
師
の
働
き
方

改
革
や
医
療
人
材
不
足
も

あ
り
、
現
状
は
理
想
の
姿

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
あ

る
べ
き
姿
を
目
指
し
て
、

今
後
も
常
勤
医
師
の
確
保

及
び
医
療
人
材
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

こども園と小学校の一体化整備は
� 答 人口動向等踏まえ施設再編を検討

問
朝
日
小
学
校
の
改

築
と
町
内
三
校
の

合
併
及
び
、
こ
ど
も
園
の

小
学
校
併
設
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
管
理
計
画
に
よ

る
と
、
現
朝
日
小
学
校
は

改
築
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
契
機
に
こ
ど
も
園
と

小
学
校
を
一
体
の
も
の
と

し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

答
「
只
見
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計

画
」
で
は
朝
日
小
学
校
は

劣
化
が
著
し
く
進
行
し
て

い
る
た
め
、
老
朽
化
の
状

況
を
踏
ま
え
１0
年
以
内
に

校
舎
の
更
新
を
目
指
す
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

　
保
育
所
に
つ
い
て
も
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
計
画
的
な

維
持
管
理
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
将
来
の
地
域
ご

と
の
人
口
動
向
や
地
域
ニ

ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
施
設

の
再
編
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
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平
ひら

山
やま

真
ま

恵
え

美
み

議員

問
認
定
こ
ど
も
園
が

目
指
す
幼
児
教
育

の
具
体
的
な
方
向
性
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
幼
児
教
育
の
本
質

は
人
格
形
成
の
土

台
づ
く
り
で
あ
る
。
こ
ど

も
園
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
り
、
個
性
や
可
能

性
を
伸
ば
し
、
子
ど
も
た

ち
が
力
強
く
生
き
る
力
を

育
む
。
保
護
者
と
成
長
を

共
有
し
、
楽
し
く
子
育
て

が
で
き
る
支
援
に
努
め
る
。

認定こども園の
目指す方針とは
� 答 人格形成の土台づくりを本質とする

福
祉
拠
点
と
し
て
の

認
定
こ
ど
も
園
と
は

�

答
横
の
つ
な
が
り
重
視
の
組
織
体
制
を
推
進

問
認
定
こ
ど
も
園
が

果
た
す
役
割
と
地

域
に
求
め
ら
れ
る
あ
り
方

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
保
育
者
と
子
ど
も

の
対
話
に
加
え
、

保
護
者
と
地
域
の
対
話
も

重
ね
、
地
域
に
開
か
れ
た

園
と
し
て
役
割
を
拡
大
し
、

地
域
全
体
で
子
育
て
・
子

育
ち
を
支
え
る
拠
点
づ
く

り
を
進
め
る
。

問
基
本
理
念
を
ク
レ

ド
（
信
条
）
と
し

て
利
用
者
や
地
域
住
民
に

伝
え
る
必
要
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
認
定
こ
ど
も
園
の

基
本
理
念
は
、
①

地
域
資
源
を
活
用
し
た
遊

び
や
地
域
住
民
と
の
関
わ

り
を
通
じ
、
子
ど
も
の
生

き
る
力
を
育
む
、
②
家
庭

と
園
で
成
長
を
共
有
し
、

子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う

支
援
す
る
、
の
２
つ
で
あ

り
、
こ
の
理
念
を
丁
寧
に

広
く
啓
発
し
伝
え
て
い
く
。

問
認
定
こ
ど
も
園
を

核
と
し
た
包
括
的

福
祉
拠
点
づ
く
り
の
見
解

は
い
か
が
な
も
の
か
。

答
認
定
こ
ど
も
園
は

幼
児
教
育
・
保
育

を
一
体
的
に
提
供
し
、
子

育
て
支
援
機
能
を
持
つ
。

横
の
つ
な
が
り
を
活
か
し

た
相
談
・
支
援
体
制
を
整

備
し
、
家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
が
連
携
し
て
問
題

の
未
然
防
止
に
努
め
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

幸
せ
な
暮
ら
し
を
守
る
基

盤
を
形
成
す
る
。 

問
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
実
現
の
た
め

の
具
体
的
な
政
策
は
あ
る

か
。答

子
育
て
相
談
窓
口

を
設
け
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
機
関
に
繋
ぐ

こ
と
で
、
す
べ
て
の
家
庭

が
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る
。
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目
め

黒
ぐろ

道
みち

人
と

議員

問
建
設
位
置
イ
メ
ー

ジ
図
に
よ
る
と
雪

ま
つ
り
会
場
の
大
半
が
複

合
施
設
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
雪
ま
つ
り
は
縮
小

し
て
い
く
の
か
。

答
基
本
計
画
の
図
は

あ
く
ま
で
イ
メ
ー

ジ
で
あ
り
正
確
な
大
き
さ

や
位
置
を
示
し
た
も
の
で

は
な
い
。
雪
ま
つ
り
会
場

複
合
施
設
と
雪
ま
つ
り
、

狭
く
な
い
か

�

答
相
乗
効
果
を
期
待
し
た
い

に
施
設
が
で
き
る
こ
と
に

は
な
る
が
、
一
部
を
利
用

す
る
な
ど
雪
ま
つ
り
の
規

模
と
し
て
縮
小
の
考
え
は

な
い
。

問
雪
ま
つ
り
に
対
し

施
設
の
効
果
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し

て
い
る
か
伺
う
。

答
休
憩
所
と
し
て
建

物
内
で
暖
が
取
れ

る
、
快
適
な
ト
イ
レ
の
提

供
が
可
能
に
な
り
こ
れ
ま

で
以
上
の
集
客
が
見
込
ま

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

問
施
設
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
雪
ま
つ

り
来
場
者
数
が
5
万
人
に

な
る
プ
ラ
ン
を
伺
う
。

答
い
ま
の
と
こ
ろ
プ

ラ
ン
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
が
、
5
万
人

の
集
客
を
見
込
む
意
気
込

み
を
持
て
と
い
う
エ
ー
ル

と
受
け
止
め
る
。

問
八
十
里
越
が
開
通

し
て
も
数
年
は
冬

季
閉
鎖
の
計
画
だ
。
冬
季

間
の
商
売
は
厳
し
い
。
通

年
通
行
可
能
に
な
る
時
期

ま
で
オ
ー
プ
ン
を
遅
ら
せ

る
考
え
は
な
い
か
。

答
冬
を
意
識
し
す
ぎ

て
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
誘
客
を
逃
し
た
く

は
な
い
。
目
標
と
し
て
は

令
和
9
年
初
夏
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
た
い
。

問
モ
ン
ベ
ル
と
の
包

括
連
携
協
定
に
は

店
舗
の
建
設
も
含
ま
れ
る

の
か
。

答
協
定
の
内
容
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

個
別
の
事
業
に
つ
い
て
は

お
互
い
に
協
議
す
る
。

問
子
育
て
支
援
の
ス

ペ
ー
ス
、
子
ど
も

た
ち
が
遊
ぶ
に
は
面
積
が

小
さ
い
。
モ
ン
ベ
ル
シ
ョ

ッ
プ
の
面
積
と
入
れ
替
え

て
は
ど
う
か
。

答
子
ど
も
の
遊
び
場

施
設
に
つ
い
て
は

認
定
こ
ど
も
園
や
小
学
校

の
在
り
方
検
討
会
の
文
脈

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。問

地
方
創
生
事
業
を

手
掛
け
る
企
業
は

モ
ン
ベ
ル
の
他
に
も
あ
る
。

良
品
計
画
は
生
活
雑
貨
全

般
を
扱
う
無
印
良
品
を
展

開
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
。
町

民
の
利
便
性
を
考
え
る
と

良
品
計
画
を
パ
ー
ト
ナ
ー

に
し
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。

答
選
択
肢
と
し
て
は

考
え
ら
れ
る
が
、

物
事
に
は
順
番
が
あ
る
。

大規模施設と雪まつり会場の調和が心配です
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中
なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

朝日診療所
診療体制の拡充を
� 答 関係機関と連携を図り努力する

問
現
在
、
朝
日
診
療

所
は
応
援
医
師
と

常
勤
医
師
1
名
に
よ
り
診

察
を
行
っ
て
お
り
、
今
春

の
ド
ク
タ
ー
不
在
の
騒
動

か
ら
は
一
安
心
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
町
民
か
ら
は
、
不
満
や

将
来
の
診
療
所
に
対
す
る

不
安
の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
。
夜
間
及
び
休
日
の
診

療
体
制
拡
充
の
考
え
は
。

答
常
勤
医
師
1
名
の

現
状
で
は
夜
間
・

休
日
の
診
療
を
再
開
す
る

こ
と
は
か
な
わ
な
い
状
況

で
あ
り
、
朝
日
診
療
所
で

は
医
師
の
働
き
方
改
革
に

よ
り
、
医
師
の
荷
重
労
働

を
防
ぐ
た
め
に
6
月
か
ら

夜
間
、
休
日
の
診
療
を
休

止
し
た
。
今
後
、
複
数
の

常
勤
医
師
が
確
保
で
き
な

け
れ
ば
再
開
は
難
し
い
。

　
医
師
の
働
き
方
改
革
に

よ
り
、
入
院
を
再
開
す
る

た
め
に
は
常
勤
医
師
が
必

要
で
あ
り
、
確
保
次
第
と

考
え
て
い
る
。

問
入
院
復
活
の
可
能

性
は
。

答
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
常
勤
医
師
の

確
保
次
第
と
考
え
る
。
福

島
県
や
福
島
県
立
医
科
大

学
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

と
更
な
る
連
携
を
図
り
、

医
師
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。問

地
理
的
に
不
利
な

と
こ
ろ
で
あ
る
か

ら
こ
そ
ド
ク
タ
ー
が
必
要

で
あ
り
、
診
療
所
に
関
し

て
こ
の
1
年
を
見
れ
ば
遅

れ
を
と
っ
た
と
考
え
る
が

見
解
は
。　

答
残
念
な
が
ら
認
め

ざ
る
を
得
な
い
。

問
只
見
町
（
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
あ

り
方
検
討
会
）の
中
身
は
。

答
4
月
か
ら
１２
月
ま

で
５
回
開
催
し
取

り
ま
と
め
た
。
一
番
大
き

な
も
の
と
し
て
は
医
師
の

確
保
で
あ
る
。
医
師
の
働

き
方
改
革
等
に
関
し
て

は
、
町
か
ら
の
情
報
発
信

が
遅
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

は
反
省
し
て
い
る
。

問
医
療
と
教
育
の
格

差
は
人
口
減
少
を

加
速
さ
せ
か
ね
な
い
。
常

勤
医
師
の
確
保
次
第
と
い

う
答
弁
に
町
民
は
期
待
し

て
い
る
。

答
急
速
に
都
市
と
地

方
の
格
差
が
広
が

っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
市
町
村
会
等
や

様
々
な
お
力
添
え
を
頂
き

な
が
ら
努
力
し
て
い
く
。

医師の確保を
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齋
さい

藤
とう

　猛
たけし

議員

問
建
設
業
の
持
続
化

支
援
は
。

答
建
設
業
の
生
産
性

の
向
上
と
働
き
方

改
革
に
国
、
県
と
連
携
し

集
落
運
営
の
支
援
方
法
は

�

答
意
見
を
聞
き
支
援
の
充
実
を
図
り
た
い

問
集
落
支
援
金
の
増

額
の
考
え
は
。

答
な
か
な
か
難
し
い
。

問
集
落
施
設
設
備
事

業
で
集
落
施
設
の

補
修
等
を
行
え
な
い
か
。

答
修
繕
等
は
、
公
共

事
業
補
助
金
で
相

談
し
て
も
ら
え
れ
ば
対
応

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

問
維
持
管
理
が
ま
ま

な
ら
な
い
組
合
水

道
の
今
後
は
。

答
公
共
事
業
補
助
金

が
利
用
で
き
る
の

で
相
談
に
乗
り
た
い
。

問
公
民
館
の
人
員
増

の
充
実
は
。

答
各
公
民
館
長
と
情

報
、
意
思
の
共
有

を
図
り
、
集
落
に
寄
り
添

っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
参
り
た
い
。

建設業の
持続化支援は
� 答 国、県と連携して取り組んでいる

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
現

在
の
主
な
取
組
み
と
し
て
、

一
、「
週
休
二
日
工
事
」に

よ
り
労
働
環
境
の
改
善
を

図
る
。
二
、
現
場
環
境
を

改
善
し
、魅
力
あ
る
仕
事
、

現
場
の
創
造
に
努
め
る
。

三
、「
工
事
書
類
の
標
準

化
」で
、国
、県
、町
が
同

じ
様
式
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
工
事
関
係
書
類
の
業

務
削
減
を
目
的
と
す
る
。

の
大
き
く
三
点
で
あ
る
。

問
除
排
雪
事
業
の
継

続
対
策
は
。

答
除
雪
単
価
の
増

額
、
待
機
補
償
制

度
の
充
実
、「
除
雪
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
育
成
支
援
事
業
補

助
金
」を
実
施
し
て
い
る
。

問
除
雪
支
援
シ
ス
テ

ム
※
を
導
入
し
て

運
転
手
の
負
担
軽
減
を
。

答
内
容
を
確
認
し
、

研
究
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問
２
８
９
号
線
八
十

里
地
域
の
通
信
網

の
整
備
は
。

答
福
島
、
新
潟
県
庁

に
陳
情
、
要
望
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
そ
の
活
動
を
強
め
て
い

き
た
い
。

※
除
雪
支
援
シ
ス
テ
ム
と

は
、
三
次
元
地
図
を
記

録
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
除
雪
車
に
搭
載
し
、

タブレット端末を搭載した除雪車（昭和村）

測
位
衛
星
で
位
置
を
知

ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
昭
和
村
で
実
証
実

験
中
で
あ
る
。
接
触
事

故
や
脱
輪
・
滑
落
を
防

ぎ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
安

全
を
守
れ
る
と
と
も
に

作
業
効
率
の
向
上
、
修

繕
費
削
減
を
図
れ
る
。
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
本
事
業
は
、
町
民

に
理
解
が
広
が
っ

て
い
る
か
。

答
山
林
と
の
関
り
が

希
薄
な
た
め
、
理

解
や
関
心
が
広
が
る
の
に

は
時
間
を
要
す
る
。
森
林

所
有
者
や
集
落
等
へ
説
明

会
で
理
解
を
広
げ
て
い
く
。

問
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
公
共
施
設
で
あ

る
。
公
共
施
設
は
町
民
の

た
め
が
本
質
だ
と
考
え
る
。

答
同
感
で
あ
る
。
行

政
と
町
民
と
の
直

接
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

は
な
く
、
町
外
と
の
関
係

性
の
中
で
、「
結
果
と
し
て

薪エネルギー事業の
ネックとは
� 答 事業の広がりには時間が必要

町
民
の
た
め
に
な
る
」
発

想
の
事
業
の
取
り
組
み
も

必
要
と
考
え
る
。

問
「
薪
ス
ト
ー
ブ
要

り
ま
せ
ん
か
？
補

助
し
ま
す
。」の
直
球
な
政

策
で
は
な
く
、「
ど
う
す
れ

ば
町
民
が
森
林
を
資
源
と

感
じ
、
困
り
ご
と
を
解
消

で
き
る
の
か
。」景
観
整
備

か
ら
始
ま
る
の
か
、
家
の

支
障
木
か
ら
始
ま
る
の
か
。

町
民
の
関
心
、
需
要
と
欲

求
を
上
げ
る
段
階
か
ら
の

政
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

答
ま
ず
は
、湯
ら
里
・

む
ら
湯
に
整
備
す

る
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て

森
林
育
成
で
得
ら
れ
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
莫
大
な

量
の
お
湯
を
温
め
ら
れ
る

こ
と
。
そ
れ
を
町
民
の
皆

様
に
森
林
が
重
要
な
資
源

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
今
は
森
林
整
備
、育
成
、

利
活
用
へ
と
進
め
て
い
る

途
上
で
、
一
度
に
全
て
の

課
題
を
解
決
で
き
な
い
。

一
歩
ず
つ
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
。

問
日
本
は
食
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
給
率

が
低
い
。
只
見
町
の
食
は

豊
か
で
あ
る
。
熱
は
薪
、

電
気
は
小
水
力
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
を
上
げ
ら
れ

る
。

　
「
た
だ
見
る
だ
け
」
と

言
わ
れ
た
只
見
町
が
日
本

で
一
番
豊
か
な
町
に
な
る

夢
を
見
て
い
る
。
本
事
業

は
実
現
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
取
組
む
価
値
が

あ
る
と
考
え
る
。

答
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
る
も
の
は
、

貴
重
な
資
源
だ
と
気
づ
き

に
く
い
も
の
で
あ
る
。
２１

世
紀
で
は
そ
れ
ら
は
大
き

な
価
値
を
生
み
出
す
時
代

に
な
る
と
考
え
る
。

問
「
課
題
が
山
積
し

て
い
る
」
と
聞
く

こ
と
が
あ
る
が
、
課
題
が

整
理
整
頓
で
き
て
い
な
い

だ
け
で
あ
る
。
課
題
と
課

題
で
は
な
い
も
の
に
整
理

し
、
一
本
の
道
に
な
る
よ

う
に
整
頓
す
る
。
課
題
が

山
積
し
て
い
た
ら
一
歩
が

踏
め
な
い
。
そ
の
視
点
が

只
見
町
行
政
に
不
足
し
て

い
る
と
感
じ
る
。

答
指
摘
ど
お
り
、
具

体
性
が
見
え
て
く

れ
ば
「
山
積
」
は
使
わ
な

い
。
具
体
的
に
か
つ
建
設

的
な
態
度
で
協
議
を
重
ね

た
い
。

課題が山積していては一歩ずつ進めない。整理整頓が必要。
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山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
補
助
を

�
答
３
月
会
議
に
む
け
条
例
の
提
案
も
含
め
検
討

問
身
体
障
害
者
手
帳

交
付
の
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
程
度
の

難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

補
助
制
度
創
設
を
求
め
て

き
た
。

　
９
月
会
議
で
補
助
制
度

の
只
見
町
の
判
断
は
何
か

の
問
い
に
対
し
、
町
長
答

弁
は
、「
只
見
町
は
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
７5
歳
以

上
の
聞
こ
え
の
調
査
結
果

を
尊
重
し
、
１２
月
議
会
に

む
け
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
踏
み
込
ん
だ
研
究
を
す

す
め
報
告
を
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
で
あ
っ
た
。

踏
み
込
ん
だ
研
究
結
果
に

つ
い
て
の
、
内
容
の
報
告

を
求
め
る
。

答
補
助
事
業
の
創
設

を
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
担
当
委
員

会
の
委
員
の
皆
さ
ま
と
も

協
議
し
な
が
ら
引
き
続
き

研
究
検
討
し
て
い
く
。

問
担
当
委
員
会
と
協

議
と
は
当
局
は
そ

れ
だ
け
の
案
を
も
っ
て
望

ま
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
町
当
局
の
案
を
持

ち
担
当
委
員
会
と

相
談
す
る
趣
旨
だ
。

問
当
局
案
の
検
討
は
、

い
つ
頃
委
員
会
に

提
案
す
る
の
か
。
３
月
会

議
に
む
け
て
条
例
の
提
案

も
含
め
検
討
し
て
い
る
と

い
う
認
識
で
よ
い
か
。

答
内
部
で
確
定
し
て

な
い
が
、
成
案
が

で
き
た
ら
担
当
委
員
会
に

か
け
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。
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⻆
つの

田
だ

　誠
まこと

議員

観光で稼ぐ
まちづくりとは
� 答 よりよい施策に結び付けていく

問
観
光
の
目
的
地
で

あ
る
町
内
観
光
施

設
等
を
示
す
看
板
が
少
な

い
。完
了
し
て
い
る
の
か
。

答
１
0
８
の
施
設
等

に
係
る
名
称
サ
イ

ン
を
１
２
８
箇
所
に
設
置

し
た
。
ま
た
多
言
語
化
や

表
示
内
容
を
見
や
す
く
す

る
変
更
を
６3
箇
所
で
行
っ

て
い
る
。

問
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

と
観
光
ア
プ
リ
只

見
な
び
は
連
携
さ
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
が
、
連
携

の
検
討
は
あ
る
か
。

答
ど
ち
ら
で
も
表
示
、

ナ
ビ
が
さ
れ
る
様
、

現
状
を
確
認
し
て
検
討
す

る
。問

た
だ
み
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
と
只
見
な

び
の
ポ
イ
ン
ト
を
連
携
さ

せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
運
用
開
始
時
に
検

討
は
し
た
が
、
現

状
の
通
り
。
今
後
検
討
し

て
い
く
。

問
観
光
事
業
は
他
事

業
と
比
較
す
る
と
、

一
目
で
わ
か
る
成
果
が
見

え
づ
ら
く
、
費
用
や
労
力

を
要
し
て
も
あ
ま
り
評
価

さ
れ
な
い
が
、
観
光
交
流

人
口
や
移
住
検
討
人
口
の

増
加
は
町
に
と
っ
て
重
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
私
も
考
え
は
同
じ

で
あ
る
。

問
会
津
塩
沢
駅
に
壁

画
が
完
成
し
た
。

来
年
度
、
会
津
蒲
生
駅
に

も
横
展
開
し
た
い
と
の
答

弁
だ
が
、
他
議
員
か
ら
質

問
が
あ
っ
た
観
光
周
遊
バ

ス
と
の
連
結
は
あ
る
の
か
。

答
お
質
し
の
通
り
で
、

新
た
な
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
創
出
に
努
め
て
い

く
。問

実
施
計
画
書
に
あ

る
外
部
人
材
活
用

事
業
、
こ
れ
は
観
光
公
社

の
取
締
役
2
名
の
資
金
で

あ
る
が
、
組
織
再
編
さ
れ

る
ま
で
支
出
す
る
の
か
。

答
両
社
の
経
営
状
況

の
安
定
に
外
部
人

材
を
活
用
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

問
組
織
再
編
、
合
併

は
大
変
重
要
で
繊

細
な
問
題
だ
。
た
だ
二
つ

の
会
社
が
合
併
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
町
の
観
光
、
交

流
、
移
住
検
討
人
口
の
増

加
に
繋
が
る
の
で
あ
れ
ば

推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
奥
会
津
五
町
村
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
必
要
と

考
え
る
。
観
光
公
社
自
体

が
町
内
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中
心

と
な
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー

の
統
合
を
含
め
た
要
素
も

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
地
域
に

あ
る
観
光
資
源
に
精
通

し
、
地
域
と
協
同
し
て

観
光
地
域
作
り
を
行
う

法
人
の
こ
と
。
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地方交付税って　　

　　　　なんなの？ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

ブナりん　町の運営でお金
が足りなくなっちゃったよー
なんとかならないかな？

議長　そんな時に地方交付
税っていう制度があるんだよ。

議長　財政状況や人口、面積などを総合的
に判断して、国が交付額を決めてるんだ。

イワっぺ　どんなことに使われるの。

議長　学校の運営や道路整備、福祉サービ
スなど、自由に使えるお金として地域の活性
化に役立てられているんだよ。

ブナりん　そんな制度があったんだね。あ
りがとう。また知らないことがあったら教え
てね。

議長　地方交付税には普通と特別があるん
だけど、またの機会にしようか。開かれた議
会を目指しているから、いつでもおいでよ。

ブナりん　え？地方交付税？聞いたことは
あるけどよくわからないよ…

議長　国が地方自治体に財政的な支援を行
う制度なんだ。

イワっぺ　そうなんだ。
でもなんでそんなの必要な
の？

議長　地方によっては税収に差があるよね？
すべての地域で同じ行政サービスを提供でき
るようにするためなんだよ。

アカショウちゃん　どう
やって金額とか決めてるの
かな？
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編
集
後
記

　
先
の
１２
月
会
議
閉
会
の
後
、
只
見
中
学
校
３
年

生
か
ら
の
政
策
提
言
を
聴
く
場
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
課
題
に
対
し
て
の
提
言
で
し
た
が

「
自
分
達
・
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」か
ら
の
視
点

が
あ
り
、
そ
れ
は
私
た
ち
も
頑
張
る
の
で
、
大
人

の
方
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
あ
る
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
、「
聴
く
」と
い
う
字
は

耳
へ
ん
に
十
・
四
の
心
と
書
く
。
十
四
の
心
「
尊

敬
・
感
謝
・
公
平
・
謙
虚
・
慈
し
む
…
…
」
を
も

っ
て
聴
く
ん
で
す
よ
、
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
し

た
。
改
め
て
聴
く
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
心
に

留
め
置
き
、
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
町
民
の
声
を

活
か
せ
る
よ
う
広
報
、
広
聴
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
令
和
も
早
７
年

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
冬
は
穏
や
か
な
冬
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

（
矢
沢
明
伸
委
員
）

　
只
見
小
学
校

�

６
年　
増ま

す

田だ　
琉る

気き　

　
ぼ
く
が
思
う
只
見
町
の
好

き
な
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
好
き

　
只
見
中
学
校

�

１
年　
矢や

沢ざ
わ　

茜あ
か

音ね　

　
私
が
思
う
只
見
町
の
良
さ

は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
自
然
が
と
て

も
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
只

見
町
は
、
都
会
な
ど
に
は
な

い
山
々
や
水
が
お
い
し
い
こ

只
見
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
と
課
題

只
見
町
の
良
さ
に
つ
い
て

な
の
は
、
自
然
が
豊
か
な
と

こ
ろ
で
す
。
只
見
小
学
校
で

は
、
自
然
と
触
れ
あ
え
る
機

会
が
あ
り
ま
す
。「
ふ
る
さ
と

登
山
」や「
田
植
え
体
験
」な

ど
で
す
。
只
見
町
と
違
い
、

自
然
が
あ
ま
り
無
い
県
や
市

は
こ
れ
ら
の
体
験
が
で
き
ま

せ
ん
。
体
験
が
で
き
る
只
見

町
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
自
然

が
あ
り
ま
す
。
小
学
校
の
行

事
で
も
自
然
に
ふ
れ
る
山
登

り
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
他
の

学
校
に
は
な
い
こ
と
が
で
き

る
の
で
と
て
も
良
い
経
験
に

も
な
り
ま
す
。
こ
の
自
然
の

良
さ
を
地
域
の
人
や
観
光
客

に
も
広
め
た
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
地
域
の
方
々

が
優
し
い
こ
と
で
す
。
い
つ

も
朝
登
校
す
る
と
、
必
ず
地

域
の
方
が
元
気
な
声
で
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
ま
す
。
お
か

　
し
か
し
、
課
題
も
あ
り
ま

す
。
只
見
町
は
今
、
人
口
が

減
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
達

が
只
見
町
に
住
ん
で
く
れ
る

よ
う
に
、
ぼ
く
は
こ
れ
か
ら

も
考
え
て
い
き
ま
す
。

げ
で
私
た
ち
も
明
る
い
気
持

ち
で
学
校
に
登
校
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
只
見
町
の
人

は
、
い
つ
で
も
優
し
く
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
る
の
で
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
只
見
町
の
自

然
の
良
さ
や
地
域
の
方
々
の

優
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
佐
藤　
孝
義

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
副
委
員
長　
目
黒　
道
人

　
委　
　
員　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
小
沼　
信
孝

　
　
　
　
　
　
矢
沢　
明
伸

　
　
　
　
　
　
⻆
田　
　
誠

　
只
見
町
の
自
然
が
好
き
な

人
が
沢
山
増
え
る
と
い
い
で

す
よ
ね
。

　
こ
ち
ら
こ
そ
、
い
つ
も
元

気
な
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！
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